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日本赤十字広島看護大学

【質問内容】

質問文

１　学生生活全般について

1-1 総合的にみて、本学での学生生活に満足していますか

２　カリキュラム編成について

2-1 本学のカリキュラムは、大学の教育理念、教育目的・目標にそって編成されていましたか

2-2 本学のカリキュラムは、基本から応用へと段階的に学べるよう、体系的に編成されていましたか

2-3 一般教養科目は、人間形成や学問全般の基礎を身につけるのに必要な科目で構成されていましたか

2-4 専門基礎科目は、看護学を学ぶための専門的基盤を身につけるのに必要な科目で構成されていましたか

2-5 専門科目は、講義と演習で学んだことが実習で生かせるように、必要な科目が体系的に編成されていましたか

2-6 総合的にみて、本学のカリキュラム編成は適切でしたか

３　授業の進め方について

3-1 授業科目ごとのシラバスは分かりやすかったですか

3-2 授業（講義・演習・実習）は積極的に参加できるよう工夫されていましたか。

3-3 成績評価の方法及び成績評価は適切でしたか

3-4 総合的にみて、本学の授業の進め方は適切でしたか

４　卒業までに身に着ける力について

4-1 人間を総合的に理解し、基本的権利を守る姿勢が身についていると思いますか

4-2 人間の苦痛や苦悩を共感的に理解できるようになっていると思いますか

4-3 ヒューマンケアリングの理念と価値について理解できるようになっていると思いますか

4-4 ヒューマンケアリングに基づいた、実践的な看護能力が身についていると思いますか

4-5 チーム医療（地域包括ケアなど）に携わる看護師としての知識や能力が身についていると思いますか

4-6 看護の担う役割を国際的な視野で認識できるようになっていると思いますか

4-7 赤十字の理念を理解し、人道的に社会貢献できる能力が身についていると思いますか

4-8 看護を科学的に探求し、研究する基礎的能力が身についていると思いますか

4-9 根拠に基づいた、より質の高い看護実践を行うための応用能力が身についていると思いますか

4-10 総合的にみて、看護師として貢献していける知識や能力が身についていると思いますか

５　学修環境について

5-1 講義室・演習室の施設・設備は整っていましたか

5-2 看護実習室（シミュレーションセンターを含む）の施設・設備は整っていましたか

5-3 情報処理室の施設・設備は整っていましたか

5-4 情報システム（ネットワーク、機器、ソフト）は満足できましたか

5-5 図書館の施設・設備、蔵書は整っていましたか

5-6 総合的にみて、本学の学修環境に満足していますか

６　学生支援について

6-1 チューター制度（履修相談、悩み相談、就職相談、奨学金相談等）を十分に活用しましたか

6-2 国家試験対策（模試、集団学習会、学習場所の提供等）は、役に立ちましたか

6-3 就職支援対策（病院説明会、ガイダンス等）は、役に立ちましたか

6-4 本学において、学生に対するハラスメントに対して適切に対応する姿勢ができていますか

6-5 学生食堂・売店は、メニューや商品が充実し、適切な価格設定でしたか

6-6 事務局の学生窓口での対応は、適切でしたか

6-7 総合的にみて、本学の学生支援に満足していますか

７　学生活動について

7-1 学生自治会の活動に積極的に参加しましたか

7-2 クラブ活動・サークル活動に積極的に参加しましたか

7-3 大学祭に積極的に参加しましたか

7-4 学内外のボランティア活動に積極的に参加しましたか

7-5 総合的にみて、本学での学生活動に満足していますか
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大学生活に関する卒業時アンケートの実施結果（令和７年度）
卒業する学生の大学生活全体を通じた成長実感や満足度を測定し、本学における教育改善につなげるため毎年実施している卒業時アン

ケートの令和７年度の結果がまとまりました。

１ アンケートの実施方法

(1)対 象 令和７年度に本学を卒業した学部生（１３０名）

(2)実施日 令和８年２月１６日（欠席者は後日）

(3)回答方法 卒業ガイダンス時に用紙を配布し、無記名方式で集約しています。

「４：そう思う、３：どちらかというとそう思う、２：どちらかというとそう思わない、１：そうは思わない」からの選択回答方式です。

(4)回答数 １３０名（回収率１００.０％）

２ 結果の概要

全員の回答の平均値を下図に実線で、比較用に破線で昨年度の平均値を示しています。

全体・総合的評価である「1-1学生生活全般について」への回答の平均値は、昨年度より低くなったものの肯定的評価３点は超えています。

総じて、今年度の卒業生も充実した学生生活を送れたことが確認できました。

今年の卒業生は、看護専門職として必要となるチーム力を身につけ、個人で卒業研究計画書作成に取り組むことを必須にするなどカリキュ

ラムを変更しています。わずかでも、評価が昨年より高いのは、カリキュラム変更の成果ともいえます。また、学生生活はコロナ禍の影響が薄

れつつあり、クラブ・サークル等の活動が再開できたことも要因と考えられます。自治会、大学祭やサークル活動に対しては、学生が主体的に

企画して活躍できるよう支援をしています。

近年の総合評価の推移（参考）は高い満足度を保っており、今後も改革の歩みを着実に進め、様々な改善や工夫を重ねながら、学生の皆さ

んが、更に意義深い学生生活を送っていただくことができるよう取り組んでまいります。【項目別の回答の平均値】
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